
　立春は、大寒という時節も過ぎて、何かと心和む時節の訪れるような表現でご
ざいます。厳しかった凍てつく寒さを通り抜けてきた無事を、まずお喜び申し上
げる次第です。
　仏典の中に、「修行の道場はどのような所ですかと問えば、喪主は戦国荒野に
ても、この中にみな塔をたてて供養すべし。故は、遺憾まさに知るべし。是の処
は即ち是れ道場なり」とお示しになっています。草木森羅万象、ことごとく御仏
の姿を現じていらっしゃる。立春になったからとて変わるものではない。無限に
生きている大自然の姿、それが仏様である。自らもその中の一粒なのだ。目がく
らみ、心転倒して、日々の恵みに感謝することが出来ないのでしょうか。自分だ
けが不幸だ、思うようにいかない、嫁のやることなすこと見るもの全て腹が立つ。
そんな心をどこからお拾いになりましたか。業のなす業、そんなものではない。
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一切をかなぐり捨てて仏の家に投げ入れるならば、煮
えたぎる地獄の釜の湯も、一変して温泉の湯になるの
です。念
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、一仏を念じ心よりお慕い申す心を
起こし、ご供養を申し上げるならば、万事心が広がり、
平和な浄土の境涯に住むことが出来ようことに。故は
遺憾まさに知るべし。是の処は即ち道場なり。修行に
励んで明るい人生を迎えて春としましょう。
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ご送金ありがとうございました
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